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EU 委員会はデカ BDE（十臭ジフェニルエーテル）を RoHS（電気電子機器に含まれる特定有害物

質の使用制限）指令の使用禁止リストから除外することを決定し、2005 年 10 月 15 日付けで告示

しました。継続使用を可とする EU リスクアセスメントの判定や、2005 年 4 月に行われた EU 委員

会加盟国による TAC（技術適用委員会）の最終投票で、除外賛成が過半数を占めたことなどが最

終的な決め手となりました。 

 RoHS 指令によって、2006 年 7 月以降に市場に投入される製品については四種の重金属（カドミ

ウム、鉛、水銀、六価クロム）と特定臭素系難燃剤の使用が禁止されます。特定臭素系難燃剤と

して指定されているのは PBB（ポリ臭化ビフェニル）と PBDE（ポリ臭化ジフェニルエーテル）で

す。PBB 類と PBDE のうちペンタ BDE（五臭化ジフェニルエーテル）、オクタ BDE（八臭化 DE）につ

いては EU リスクアセスメントの結果、使用禁止が確定しています。デカ BDE については EU 委員

会環境総局が EU リスクアセスメントの結果を踏まえ、使用継続を支持する見解を示していました

が、ブリュッセルで開かれた TAC の投票の結果、除外賛成が過半数を占めたものの、「除外」を確

定する「特定過半数」（各国の人口を基準にウエート付けした持ち表に基づくもの）に届かず、EU

委員会の最終判定に持ち越されていました。 

 デカ BDE は難燃性に優れ、臭素系難燃剤の代替品として使用されているリン系難燃剤よりも安

価なのが特徴です。価格競争の激しいテレビなどの家電製品や自動車用部品などでは、製造・使

用におけるリスク評価が確定したことで、中国などアジア地域を中心に需要回帰の動きも予想さ

れます。 

 当社では RoHS 指令で規制の対象となっている六物質すべて分析対応可能です。そのほか、各社

のグリーン調達基準にも対応の実績が多数ございますので、ぜひ一度御相談ください。 

 

資料：2005 年 10 月 20 日付 化学工業日報  

機器分析箇所 有賀久枝 
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